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饉
粉
域
鶴
な
ら
ぎ
爾
餞
ｌ
　
　
，

ス
ギ
花
粉
の
大
き
さ

二
降
・

今
年
も
ス
ギ
花
粉
症
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
時
期
は
花
粉
以
外
に
Ｐ
Ｍ
２
・５
や
黄
砂
に
も
注
意

が
必
要
で
す
）

Ｐ
Ｍ
２
・５
と
は
、
２
・５
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
（０
・０

０
２
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
の
大
き
さ
の
粒
子
状
物

質
の
総
称
で
す
が
、現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
２
・

５
は
、自
動
車
や
大
量
の
煙
を
排
出
す
る
工
場
か
ら
ガ

ス
の
形
で
出
さ
れ
た
硫
黄
酸
化
物
や
窒
素
酸
化
物
な

ど
が
空
気
中
の
反
応
で
粒
子
化
し
た
も
の
で
、
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
や
呼
吸
器
疾
患
を
も
た
ら
す
な
ど
、
健
康
ヘ

の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
大
気
汚
染
物
質
を
指
し
ま
ｔ

高
度
経
済
成
長
期
の
日
本
で
も
大
規
模
な
工
場
地

帯
で
Ｐ
Ｍ
２
・５
に
よ
る
気
管
支
喘
息
が
多
発
し
ま
し

た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
ほ
ぼ
問
題
に

な
ら
な
い
程
度
ま
で
克
服
さ
れ
て
い
ま
す
ピ

方
、経
済

発
展
の
最
中
で
あ
る
中
国
の
工
場
地
帯
か
ら
偏
西
風

に
よ
っ
て
風
下
の
日
本
に
運
ば
れ
て
く
る
Ｐ
Ｍ
２
・
５

が
近
年
増
加
し
、問
題
に
な
っ
て
い
ま
ｔ

黄
砂
も
中
国
内
陸
部
や
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
偏
西
風
に

乗
っ
て
飛
来
し
ま
す
が
、
音
か
ら
自
然
現
象
と
し
て
あ

り
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
そ
の
発
生
地
が
拡
大
傾
向
に

あ
り
、
細
菌
や
カ
ビ
な
ど
の
微
生
物
の
一
部
や
Ｐ
Ｍ

２
・５
が
付
着
し
て
汚
染
さ
れ
た
黄
砂
が
飛
来
し
、
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
や
呼
吸
器
疾
患
の
悪
化
の
原
因
の
１
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

は
約
３０
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト

ル
で
す
。
Ｐ
Ｍ
２
・５
は
、

ス
ギ
花
粉
の
容
積
の
１

０
０
０
分
の
１
以
下
の

轡鰐鸞島

大
き
さ
で
あ
り
、
非
常
に
軽

く
、
長
時
間
空
中
に
浮
遊
し

た
り
、
他
の
浮
遊
す
る
粒
子
物
質

に
付
清
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。鼻

や
日
か
ら
息
を
吸
う
と
き
に
肺
ま

で
到
達
し
や
す
い
大
き
さ
で
あ
る
た

め
、
Ｐ
Ｍ
２
・５
の
濃
度
が
高
く
な
る

と
、
喉
が
イ
ガ
イ
ガ
す
る
、咳
が
止
ま

ら
な
く
な
る
、気
管
支
喘
息
の
悪
化

な
ど
の
呼
吸
器
症
状
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

対
策
は
花
粉
症
と
同
様
、
な
る
べ

く
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
な
ど
で
、
ス
ギ

花
粉
だ
け
で
は
な
く
Ｐ
Ｍ
２
・
５
、

黄
砂
の
飛
散
予
報
や
飛
散
状
況
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

真崎躍露
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PM2.5・黄砂飛散予報

https:〃 sp百 ntars riam kyushu― u acjp/forecasti N丁 _day html

県内のPM2.5飛散状況
http:〃 pm25jp/p/5/
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診療時間 月 火 水 木 金

午前
8:30～ 12:00 ○ ○ ○ ○ ○

午後
3:00～6:30 ○ ○ ○ ○18-845-0234暑糧需lttζ軍翼6-83


